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§１．研究成果の概要 

 

本研究は、有機金属フタロシアニン・ポルフィリン錯体を用いて、細胞内で種々の活性炭素種を

放出する新しい赤色光アンケージングシステムを構築すること目的とする。本年度は、(i)有機ロジ

ウム(III)フタロシアニンおよび(ii)有機イリジウム(III)ポルフィリンの二つのプラットホームを用いる

赤色光アンケージングについて検討を行った。 

(i)では、軸位にアリル配位子を有する有機ロジウム(III)フタロシアニン錯体を新規合成し、その

光物性および赤色光アンケージング能を調べた。同錯体の電子吸収スペクトルでは、赤色光領域

にフタロシアニン環のπ-π*遷移に由来する強く鋭い吸収帯が観測され、赤色光を効率よく吸収

することが確かめられた。また、同錯体を赤色光で励起したところ、軸位の金属－炭素結合の開裂

が進行し、酸素共存下でα,β-不飽和アルデヒドを良好な収率で与えることを見出した。本反応は、

実際にアポトーシス誘導能を有するα,β-不飽和アルデヒドのアンケージングにも適用可能であっ

た。 

(ii)では、軸位に種々のアルキル配位子を有する有機ロジウム(III)フタロシアニン錯体について、

光物性および赤色光アンケージング能を調べた。金属中心にイリジウムを導入すると、その重原子

効果により S-T 吸収帯（基底状態から最低励起三重項状態への直接遷移）が、赤色光領域に観

測されることが分かった。また、これらの錯体に赤色光を照射したところ、実際に軸位の金属－炭

素結合の開裂が進行し、酸素共存下でアルデヒドが放出されることが明らかとなった。 

 


